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ぶ
き
た
い
。

増
刊
誌
都
府
刊
以
…
情
付
)
一
一
一
六

O
題

対
文
合
前
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B
6
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二
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中
日
大
辞
典

B
6
判
二
、
一

O
O頁
上
製
本
定
髄
一
ニ
、
五

O
O髄

本
欝
の
特
色
'
・
術
総
宇
・
築
関
山
子
・
山
片
撚
ハ
?
を
ふ
く
む
…
潟
…
千
仇
問
中
寸

を
牧
め
た
戦
後
故
大
紋
刈
の
山
中
間
前
辞
典
*
小
mm
で
審
山
記
さ
れ
た
松

一
却
の
能
川
ハ
を
人
九
向
的
に
掠
川
し
、
故
も
一
止
確
な
援
し
す
l

此

批

を

付

す

*

政
経
時
事
・
科
早
川
悦
術
川
ぶ
か
ら
、
山
々

f

，
?
成

.1γ
俗，
J
'
一
誠
一
品
・
古

河
川
に
お
よ
ぶ
ぷ
恭
十
一
一
一
持
を
牧
鍬
し
た
故
も
盟
紅
な
内
符
*
能
川
郡
的

に
伎
用
で
き
る
名
識
紫
引
を
つ
け
、
日
中
川
附
山
内
と
し
て
も
利
用
で
き
る

*
弁
穂
村
鍬
と
共
に
中
間
に
川
附
す
る
山
県
と
し
て
の
性
絡
も
か
ね
る

羽
刊

Jγ
げ

y
h
h
ヒ
怠
い
れ
五
日
ベ
ほ
か
4

H
P
一
ノ
J

/

J

ス
ニ
全
ア
乏
一
一
日
え

ル
派
自
清
中
一
縦
一
九
問
八
年
八
月
上
海
倒
的
畑
一
行
問
版
影
印

A
5
科
二
、
士
一
四

O
頁

全

四

加

上

製

本

定

額

一

二

、

0
0
0鴎

劉
賓
客
文
集
一
一
干
宇
外
集
十
巻

庭
事
劉
潟
錫
琴
南
小
木
紹
興
刊
本
影
印

-
A
5
利

七

O
四

頁

洋

装

一

部

上

製

本

定

額

件
弘
一
一
定
予
J

↑
子
邑
民
一
ぎ

一正司月堅
J

一
応
省
河
」
i
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癒
・
孟
郊
者
清
・
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系
烈
戦
宋
刊
本
影
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場
中
間
の
文
化
を
新
し
い
視
点
か
ら
解
明
し
た

中
国
文
化
叢
書
(
全
日
巻
)

「
日
本
文
化
と
中
国
」
間
山
崎
，
W
第
九
凶
記
本

尾

藤

正

英

編

j
:
i

HeY俗
文
化
の
形
訟
と
党
反
に
し
八
シ
〆
ぷ
く
ぷ
響
そ
与
え
た
中
閉
山
iejiS22i

本
K
M
ハ
パ
山
、
時
本
の
い
か
ふ
ん
ぷ
・
之
M
l
e

・
mm
お
で
ん
が
敦
・
刊
お
む
な
ど
を
、

比
較
文
化
論
の
ぷ
凶
…
吻
か
ら
請
す
フ
ペ
盤

A

5
判
/
一
、
一
乙
つ
円

②
思
想
概
論
争
思
想
史
安
文
学
概
論
(
①
文
学
史

⑦

袈

術

②

文

化

史

②

自

本

漢

学

3
5本
文
化
と

①
一
言
語

⑤
宗
教

中
国左

伝
の
成
立
と
其
の
展
開

鎌

田

正

著

者
秋
学
の
う
ち
、
者
秋
↑
江
氏
学
に
つ
い
て
、
在
住
の
w
ハ
ハ
偽
'
成
立
か
ら
そ
の
学

の
確
立
ま
で
を
、
一
利
H

片
し
て
研
究
し
て
き
た
著
者
苦
心
の
労
作
で
あ
る
。
士
山
切
)

漢

貌

詩

の

ほ

制

究

鈴

木

修

次

著

「
怖
い
山
政
'
折
山
必
h
J
L

「
楽
府
'

L

山
政
・
十
川
小
川
杭
n
d
k
d
f
F
の
3
日
計
二
わ

け
て
、
渋
川
内
i
d
め
範
問
・
咋
持
、
持
一
安
白
広
パ
の
川
い
…
・
儲
杭
を
み
己
た
わ
加
山
知
ぷ
け
な

許
作

φ

欝

A
5
持
/
ト
ハ
安
対
人
/
4
5
0
0
九

漢

語

文

法

論

牛

島

内

偲

次

一

史
記
を
資
料
と
し
て
山
代
詑
J
の
文
法
を
初
め
て
い
体
系
的
に
解
明
し
た
雨
期

業
絞
。
山
パ
日
仏
な
府
間
に
す
べ
て
訳
文
を
付
し
、
初
学
者
に
も
理
解
し
や
す
い

船山
mv，
/
点
以
4
0
5
0
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h
l
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。
東
京
教
育
大
事
漢
文
雄
一

J

禽

々

財

一
、
本
合
は
東
京
敬
育
大
暴
漢
文
事
合
と
郁
し
、

漢
文
鎮
研
究
官
…
に
耀
く
。

二
、
本
脅
は
漢
文
事
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
掛
る
り
が
目
的
で

あ
る
。

一
一
一
、
本
合
の
命
M
m
民
は
左
の
一
通
り
で
あ
る
。

ー
京
京
敬
育
大
事
漢
文
革
・
東
洋
文
母
及
び
京
京
文
迎
科
大
母
、
東
京

高
等
部
純
事
故
の
漢
文
皐
関
係
教
官
(
退
官
者
を
含
む
〉

2

東
京
救
育
大
事
漢
文
早
大
接
続
中
間
古
典
事
専
攻
撃
生
及
び
卒
業
生
、

放
に
東
京
文
理
科
大
事
漢
文
事
'
京
京
敬
育
大
事
東
洋
文
皐
専
攻
卒
業

生
3

そ
の
他
入
愈
を
希
望
す
る
者

問
、
本
合
の
主
な
卒
業
は
左
の
湿
り
で
あ
る
。

ー

総

愈

年

一

一

間

2

例

愈

年

約

七

間

3

合
報
及
び
合
同
県
名
簿
の
設
行

4

そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
命
の
役
員
は
左
の
述
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

六
、
委
員
長
は
木
曾
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
蛍
る
。

委
員
は
本
命
の
研
究
・
庶
務
・
愈
計
を
分
携
す
る
。

七
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
は
東
京
教
育
大
事
事
部
事
生
中
か
ら
四
名
、
大
準
税
率
生
か
ら
二

名
、
専
任
教
官
か
ら
三
名
、
一
般
愈
負
か
ら
四
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
互
選

に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
そ
の
任
期
は
二
年
(
畢
生
委
員
は
一
年
〉
と
す

る
Q

但
し
章
一
任
は
差
し
支
え
な
い
円
。

八
、
禽
員
は
食
費
年
額
六
百
関
、
ハ
倍
し
率
生
は
字
額
)
を
…
約
め
る
。

九
、
本
曾
曾
郎
の
鑓
更
は
委
員
曾
の
審
議
を
経
て
、
総
曾
出
席
者
の
過
半
数

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

f表

記

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

合
員
誠
氏
が
各
方
十
儲
か
ら
御
協
力
下
さ
っ
た
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
A

佐
々
感
脅
諮
問
決
の
た
め
に
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
平
に
し
て
、
都
内
の
共
立
社
で
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
前
内
事
好
都
合
で
し
た
。
妹
に
正
字
が
自
由
に
使
え
て
う
れ
し
い
。
設

行
の
期
日
も
厳
守
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
共
立
枇
に
到
し
ま
し
て
探

甚
の
部
立
を
裂
し
ま
す
。

(
横
山
)

漢
文
事
禽
ん
べ
い
戦
第
廿
七
競
川
和
四
十
三
年
六
月
十
自
印
刷

同
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四
十
三
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六
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十
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日
夜
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〈
非
賀
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〉
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